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を整備する必要がある．本稿では 2019 年 5 月に開催された IASSIST 年次大会で報告された内容をもとに
海外のデータアーカイブで行われている先進的な取り組みを紹介する．これらを踏まえ，今後の CSI 業務
ならびに RUDA 運営に対しての方針と示唆を提案する． 
 














紹介し，RUDA 運営を含めた今後の CSI における業務の指針を提案する． 
今回の年次大会のテーマは“Data down under”であり，オーストラリアの別称である



















































［資料］海外データアーカイブの動向 3 (77) 
 
 
分析をした事例においては，分析の可能性と同時に，IP 情報や利用者 ID をめぐる利用者の
プライバシーの保護などが今後の展開に向けた課題としてあげられた（Fleet, 2019）． 
























理解を深める取り組みであった（Brodsky & Kelly, 2019）．参加者は高校生や高校教員など
が多く，受講生がデータへの興味を持つ一助となっていた．プログラム運営においては実際
にデータに触れて分析する時間の少なさや運営時における財政問題など指摘されてはいた
が，これは大学の地域連携の新たな形の 1 つといえよう． 
別の例では，学生が自学自習の過程で適切なデータにたどり着くための指針や援助のあ































 例えば Data curation network (DCN)というデータキュレーション（データチェック・ク
リーニングなどの一連の過程）を行うネットワークを 9 つの機関で構築しているという報
告があった（Blake & Herndon, 2019）．発表時の参加機関としてジョン・ホプキンス大学，
デューク大学，ミネソタ大学，セントルイス・ワシントン大学，コーネル大学，ペンシルバ






























ナルに掲載された心理学の研究のうち 39%しか再現に成功しておらず（Open Science 
Collaboration, 2015），大きな議論を巻き起こした．これらは異なるデータを用いて同じ結
果を示す反復可能性（repeatability）を指しており，理論の形成と学問の発展にとって重要










2018 年の段階では 5 件，2019 年では 20 件と順調に対象を拡大している．現在では研究者
に限定されているが，今後は修士や博士の学生向けにサービスを拡大する計画のようであ
る． 
 次に，イエールとコーネルから，Data CURE Training Program の紹介があった

























ていた（Akdeniz & Perry, 2019）．Ajzen (1991)の計画的行動理論をもとにし，寄託行動へ
の態度，主観的な規範の認知，そして知覚された行動の統制可能性の三つの観点から寄託意
図への効果を分析している．発表者達は 2012 年から 2014 年に社会科学のジャーナル（10
の社会学，そしていくつかの政治学のジャーナル）から出版された論文の著者にオンライン
サーベイを送付し，459 人からの回答を得た．寄託行動への態度は 3 つの変数，規範認知は
2 つの変数，そして統制可能性は 1 つの変数によって測定されており，それぞれが寄託意図
に与える効果を分析している． 
 寄託行動への態度は 1）他の研究者が新たな発見を行う可能性への態度，2）自分の研究


















 本稿では IASSIST において紹介されていた取り組みをいくつか紹介した．リサーチャー




















1) IASSIST 年次大会での発表資料は会議記録よりオンラインで入手が可能である． 
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Summary 
 
The Trend in Foreign Data Archives 3 





Social research data is a public good that contributes to the development of 
future societies, and thus we need to facilitate an environment in which people can use 
data appropriately. This paper reports on cutting-edge research and projects presented 
at the International Association for Social Science Information Service and Technology 
(IASSIST) held in May 2019. Based on these presentations, we suggest future 
directions for the Center for Statistics and Information (CSI) and Rikkyo University 
Data Archive (RUDA). 
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